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	Munc13-4は、CD11c+抗原提示細胞機能をコントロールすることで、喘息および肥満を制御する
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		[image: No image]
					私たちのような性を持つ生物のほとんどは卵母細胞（卵子）が１つの精子と受精することにより誕生します。しかしながら、多数の精子に取り囲まれた中で、１つ精子とのみ受精し、その他の精子を拒絶する仕組…
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